
課題（レポートや小テスト等）に対するフィードバック
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講義名 財務情報の読み方

来栖　正利担当教員

2単位数

後期 木曜日 ５時限開講期・曜日・時限

主題と概要
財務情報の読み方を身に着け、その実践力を養成することが本講義の目的です。

到達目標
履修者自身が自分自身の力で最適と評価する企業を選び、かつその根拠を論理的に述べることができるようになることです。

提出課題
毎回の講義時間に600～800文字程度のレポート課題を実施します。

履修にあたっての注意・助言他

最終評価の確定方法は次の二点を総合的に勘案して確定します。おおむね(1)と(2)の配分を50点対50点とする一方、履修者の努力をより適切に反映すべく配分比率を修正する可能性があります。
(1)毎回の講義時間中に実施する600～800文字程度のレポート課題の内容と提出状況。毎回の講義時間中に実施するレポート課題は、結果として、出欠調査を兼ねている。したがって、講義回数15回のうち
1/3以上欠席した履修者を「履修放棄」とみなし、その時点で最終評価を確定する。
(2)期末定期試験の解答内容

評価の基準

一度しかない人生を望んだとおりに過ごしたいのであれば、自分自身のために努力し続けることが必要です。
『会社四季報』に掲載されている企業の情報を用いてレポート課題を作成する必要上、下記に指定した教科書を購入して、自分自身のために学ぶべく、講義に参加すべきです。

備考履修開始年次 ３年生

教科書
.会計クイズを解くだけで財務3表がわかる 世界一楽しい決算書の読み方 .

プリント資料及び参考文献
適宜参考資料をPortalにアップします。

大手町のランダムウオーカー KADOKAWA 1,540 978-4046043672

1.講義概要と運営方法について
2.財務諸表とは
3.貸借対照表とは
4.損益計算書とは
5.キャッシュ・フロー計算書とは
15.総括

(注)講義計画は上記で指定した教科書の章立てに基づいているものの、進捗度に基づいて変更する可能性がある。

授業計画

新型コロナウィルス感染症の状況により講義で扱う項目・テーマを差し替えることがあります。

備考

授業形態（アクティブ・ラーニング）

一度しかない人生を望んだとおりに過ごしたいのであれば、自分自身のために努力し続けることが必要です。予習(2時間程度)および復習(2時間程度)を十分に行うことが「あなた自身のために」有益です。具体的に
述べえおきます。
(1)会計学で扱う利益数値のそれぞれの意味と算定方法を調べること。
(2)経営学またはマーケティングで学習した理論や手法に関する理解度を確認し、第三者にそれらを適切に口頭または文章を通じて適切に説明･解説できない部分を補うこと。
(3)(1)(2)を本講義で課すさまざまなレポート課題を最善に作成するために活用できること等です。

授業形態 講義

毎回の講義時間中に実施するレポート課題に「正解」がないものの、何を書くべきかといったポイントをPoralに掲示する予定でいます。

　〇 　〇ア：PBL（課題解決型学習） イ：反転授業（知識習得の要素を授業外に済ませ、知識確認等の要素を教室で行う授業形態）

ウ：ディスカッション、ディベート エ：グループワーク

オ：プレゼンテーション カ：実習、フィールドワーク

準備学修（予習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間

双方向授業ではありません。簿記会計や経営学の基本および標準知識の理解度を確認すると同時に、これらの知識を活用して財務数値の変化を自ら読み解く能力を身に着ける座学です。

双方向授業の実施及びICTの活用に関する記述

実務経験の有無及び活用

キ：その他（ＡＬ型であるけども、以上の項目のいずれにも該当しない場合）

簿記会計や経営学といった経済学分野の諸項目の理解度を確かめると同時に、これらを文章によって表現するといった応用/展開科目になります。具体的には下記の通りです。

（１）－①：各業界の動向や問題点を理解するための基礎知識を身につけ、これをもとに、企業マネジメントに関する問題探索、課題提案ができる：3ポイント
（５）－①：簿記・会計の学問的知識を身につけ、企業の財政状態、経営成績、キャッシュフロー等に関する情報を作成、分析することができる：3ポイント
（５）－②：企業の社会的役割を理解したうえで、修得した専門知識をもとに企業が直面する問題や企業の強みを発見し、経営戦略の構築に貢献することができる：3ポイント

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連


